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影と坂道・２ 

 

図のように，垂直に６㎝，水平に６㎝，ななめに１５㎝の段を組み合わせて作った小さな階段があります。

左側から，地面にまっすぐに立てた高さ１ｍの棒を毎秒６㎝の速さで階段に近づけ，棒が階段の一番下の段

にふれるまで動かします。とちゅうで日の光によってできた棒の影の先端Ｐが図の位置にある点Ｑと重なっ

たときに，点Ｑは毎秒３.５㎝の速さで階段を上り始めます。このときから何秒後に，点ＰとＱは重なりま

すか。すべて答えなさい（０秒後は含みません）。なお，地面にまっすぐ立てた１０㎝の棒のかげの長さは

２０㎝になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

 

  
６㎝ 

６㎝ 

12㎝ 

９㎝ 
15㎝ 

Ｑ 
Ｐ 



https://jukensansuu.org 

 

影と坂道・２ ２.４秒後，６秒後，１０.８秒後，１２秒後 

 

 棒の影の先端Ｐの速さを考えます。Ｐは平らなところでは，図１のように棒と同じく毎秒６㎝で進みます。

垂直なところでは，図２のように毎秒３㎝の速さで進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 斜めになったところでは，図３のように進みます。図３の三角形の部分を取り出すと図４のような長さの

比となるので，⑩＝６㎝より，⑤＝３㎝となるので，毎秒３㎝の速さで進みます。 
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 Ｐは最初に垂直な部分を６÷３＝２（秒）で進み，次に水平な部分を６÷６＝１（秒）で進み，ななめの

部分を１５÷３＝５（秒）で進みます。Ｑは最初に垂直な部分と水平な部分をそれぞれ６÷３.５＝
１２

７
（秒）

で進み，ななめの部分を１５÷３.５＝
３０

７
（秒）で進みます。ＰもＱもこれをくり返すので，階段の各部

分を進むのにかかる時間は以下のようになります。 

Ｐ ０ ２ ３ ８ １０ １１ １６ １８ １９ 

Ｑ ０ １２

７
 

２４

７
 

５４

７
 

６６

７
 

７８

７
 

１０８

７
 

１２０

７
 

１３２

７
 

ＰとＱの間で，時間の後先が入れかわっているところに注目をしましょう。 

２＞
１２

７
，３＜

２４

７
より，１回目の重なりは２秒後から３秒後の間です。 

３＜
２４

７
，８＞

５４

７
より，２回目の重なりは

２４

７
秒後から

５４

７
秒後の間です。 

１０＞
６６

７
，１１＜

７８

７
より，３回目の重なりは１０秒後から１１秒後の間です。 

１１＜
７８

７
，１６＞

１０８

７
より，４回目の重なりは

７８

７
秒後から

１０８

７
秒後の間です。 

 

１９秒後，点Ｐが毎秒６㎝で動いたところで点Ｑを追いこしていないので，以降は点Ｑが常に点Ｐの先を

進むことになります。 
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 あとは，４回起こる重なりの時間を調べるだけです。 

○１回目 

 ２秒後に点ＱはＰより３.５×（２－
１２

７
）＝１（㎝）先にあるので，１÷（６－３.５）＝０.４（秒）よ

り，２.４秒後です。 

○２回目 

 
２４

７
秒後に点ＰはＱより３×（

２４

７
－３）＝

９

７
（㎝）先にあるので，

９

７
÷（３.５－３）＝

１８

７
（秒）よ

り，
２４

７
＋

１８

７
＝６（秒後）です。 

○３回目 

 １０秒後に点ＱはＰより３.５×（１０－
６６

７
）＝２（㎝）先にあるので，２÷（６－３.５）＝０.８（秒）

より，１０.８秒後です。 

○４回目 

 
７８

７
秒後に点ＰはＱより３×（

７８

７
－１１）＝

３

７
（㎝）先にあるので，

３

７
÷（３.５－３）＝

６

７
（秒）よ

り，
７８

７
＋

６

７
＝１２（秒後）です。 

 

最難関問題 


